実習課題：

人の暮らしと自然条件との関わりを、日本とは異なる風土・伝統・文化の中で学ぶ

1)地質調査・植生調査・水質調査・測量実習　…自然条件の形成要因を学ぶ

USPの教員・学生と共同学習を行う。

2)離島におけるリゾートの基盤設備の見学。特に水関係と電源、通信などの設備と運用状況。

　…便利な暮らしを何が支えているかを学ぶ

3)異文化の中での共同生活、自炊、市場の買い出し、日々の課題達成のための共同作業。

　…人と人とのコミュニケーションの基礎を学ぶ

4)現地の小学校での特別授業、映像制作実習、英語でのプレゼンテーション

…学んだことをいかに表現するか、その技を磨く

5)帰国後のまとめ

自分でテーマを決めて、デジタルカメラ・ビデオカメラを用いて現地で記録をとり、帰国後に編集する。画像はhtml文書としてレポート化。

・実習の特色

1)費用をぎりぎりまで切りつめた、低予算実習

　調査期間は基本的に自炊。物価が安い。現地の大学・村・技術者の人々の協力。

航空会社（エアパシフィック）の全面協力。

2)国際交流、英会話の実践

　南太平洋11カ国共同運営のUSP（南太平洋大学・本部スバ）の学生・教員と共同で作業。

調査地の村での交流。市場での交渉。

3)調査に最適な気候・季節

　９月は乾期で降水量が少ない。熱帯でも涼しい時期で残暑の東京よりはるかに快適。

4)異文化の中での生活体験

　カヴァの儀式など、村の伝統的習慣に沿った行動。内陸の調査期間中は現地食材での自炊。

食材の買い出しや洗濯も自力で。最終日は村の集会場に宿泊（希望者）。

5)多分野の専門家による指導

　本学だけでなく、他大学、研究所の専門家が協力して、実習の指導にあたる。卒業生も協力。

USPからも教員３名が参加し指導する予定。

6)学部・学科だけでなく、大学や国籍を越えた仲間との学び

　横浜・世田谷を問わず、学年も関係なく、一緒に学ぶ。東京学芸大学でも募集予定。

困難を協力して乗りきることで生まれる連帯感。

7)継続的な調査と記録の蓄積

2003年以来、毎年同時期に実施：恒例行事、国際親善、村への教育への関心を喚起。

調査結果を地域に還元する。学術調査も継続。学生による建設計画。

・今後の日程

5/8,20　説明会実施（世田谷）

5/16　説明会実施（環境情報学部）17:00及び18:30、31B教室

5/24　参加申し込み〆切（環境情報5/26）

6/上旬 参加者決定・通知　航空券手配

6月中　参加者事前説明会、マスメディア論学習会

8/5-9　生物学実験野外実習に合同参加・事前学習（八ヶ岳または菅平）

8/27-29?　直前学習会（特別授業準備）

9/1　実習開始

・申し込み方法

　申込用紙に記入し、世田谷１号館604研究室（萩谷）ドアのポストに提出。5/24（土）まで。

・希望者が募集人数を上回った場合

　できるだけ全員を受け入れるが、どうしても人数を制限する必要が生じた場合は、申込用紙の記入内容と本人の学修状況などを参考に選考する。

・問い合わせ先

　　知識工学部（化学）萩谷　宏　070-6115-9888　e-mail: hiroshi.hagiya@nifty.ne.jp

・情報提供はwebサイトで行っている

　http://www.hagiya.org/fiji/
